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《受験についての諸注意》

　１．監督者の指示があるまで、この問題用紙を開いてはいけません。

　２．問題用紙のページ数は  13 ページです。

　３．監督者の指示があったら、この問題用紙に氏名、受験番号を記入してください。　     

    ４．試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁および解答用紙の汚れ等に気付いた場合は、 

　　手を挙げて監督者に知らせてください。ただし，試験内容に関する質問は一切受け付けません。　

　５．解答は問題用紙の解答欄に、番号等で記入してください。

６. 机の上には、受験票、HB の黒鉛筆（シャープペンシルも可）、プラスチック製の消しゴム、

鉛筆削り、時計、メガネ以外の所持品を置いてはいけません。

７. 筆記用具はHB の黒鉛筆（シャープペンシルも可）とプラスチック製の消しゴムのみとします。

計算辞書および通信等の機能を備えた時計の使用は認めません。また、携帯電話を時計として

使用することも認めません。

　８． 試験開始後は原則として退出できません。途中で気分が悪くなった人は手を挙げて事情を

　伝えてください。その後、監督者の指示に従ってください。

　９．問題用紙の余白等は適宜利用して構いませんが、切り離してはいけません。

１０．問題用紙を持ち帰ってはいけません。試験終了後に回収します。







第
⚑
問
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

一

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
速
報
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
４
年
１
～
６
月
の
外
国
人
を
含
む
出
生
数
は
前
年
比
５
・
７
％
減
の
35
万
74
人
だ
。
こ
の
ま
ま
①
ス
イ
イ
す
れ
ば
日
本

人
の
年
間
出
生
数
は
70
万
人
を
下
回
り
そ
う
で
あ
る
。

Ａ
危
機
感
を
募
ら
せ
る
県
な
ど
で
対
策
組
織
を
立
ち
上
げ
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
対
策
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
東
京
一
極
集
中
の
②
ゼ
セ
イ
だ
。

23
年
の
東
京
都
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性
が
生
涯
に
出
産
す
る
子
供
の
数
の
推
計
値
）
は
全
国
最
低
の
０
・
99
で
あ
る
。
こ
の
点
を
と
ら
え
て
、「
合
計
特
殊
出
生
率

が
最
低
の
東
京
都
に
若
い
女
性
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
だ
。
地
方
に
住
む
よ
う
に
な
れ
ば
日
本
全
体
と
し
て
出
生
数
は
増
え
る
」
と
の
Ｂ
理
屈
を
Ｃ
展
開
し
て
い
る
。
政
府

も
、
若
い
世
代
の
地
方
移
住
を
推
進
し
て
い
る
。

東
京
都
が
出
生
数
減
を
加
速
さ
せ
て
い
る
と
の
見
方
は
事
実
な
の
か
。
デ
ー
タ
か
ら
は
全
く
違
う
「
東
京
の
姿
」
が
浮
か
び
上
が
る
。

東
京
圏
へ
の
女
性
の
転
入
超
過
が
再
び
始
ま
っ
た
１
９
９
５
年
の
東
京
都
の
出
生
数
は
９
万
６
８
２
３
人
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

２
０
２
２
年
は
９
万
１
０
９
７
人
で

Ｘ

全
国
平
均
は
35
・
１
％
減
で
、
２
位
の
沖
縄
県
（
18
・
８
％
減
）、

３
位
の
福
岡
県
（
23
・
２
％
減
）
と
比
べ
て
も
低
さ
が
際
立
つ
。

二

Ⅰ

、
最
も
減
っ
た
の
は
60
・
１
％
減
の
秋
田
県
だ
。
青
森
県
（
57
・
２
％
減
）、
岩
手
県
（
55
・
５
％
減
）、
福
島
県
（
54
・

４
％
減
）、
山
形
県
（
50
・
７
％
減
）
も
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
数
字
を
見
る
限
り
、
東
京
都
は
「
出
生
数
減
の
要
因
」

で
は
な
く
、

Ⅱ

「
最
も
出
生
数
減
を
食
い
止
め
て
き
た
」
と
言
え
よ
う
。

「
東
京
都
が
出
生
数
減
の
要
因
」
と
の
誤
解
が
生
じ
る
の
は
、
出
生
数
の
減
少
ペ
ー
ス
が
緩
や
か
な
の
に
合
計
特
殊
出
生
率
が
全
国

最
低
と
い
う
〝
ね
じ
れ
〟
が
生
じ
て
い
る
た
め
だ
。
な
ぜ
こ
う
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
。
原
因
は
合
計
特
殊
出
生
率
の
計
算
式
に
あ

る
。合

計
特
殊
出
生
率
と
は
、
15
～
49
歳
の
女
性
の
年
齢
ご
と
の
出
生
数
を
女
性
人
口
で
割
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
出
生
率
を
足
し
て
求
め
た

数
値
だ
。「
分
母
」
と
な
る
女
性
人
口
に
は
10
代
後
半
の
学
生
な
ど
の
未
婚
者
や
子
供
を
持
た
な
い
既
婚
者
も
含
ま
れ
る
。
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Ⅲ

、
進
学
や
就
職
で
全
国
か
ら
若
い
独
身
女
性
が
大
規
模
に
流
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
分
母
」
が
ⓐ
大
き
く
な
り
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
数
値
が
押
し
ⓑ
上
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

東
京
都
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
実
態
よ
り
低
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
人
口
１
千
人
当
た
り
の
出
生
数
を
表
す
「
出
生
率
」
を
見
れ
ば
明
白
だ
。
22
年
の
東
京

都
は
全
国
平
均
（
６
・
３
）
を
上
回
る
６
・
８
で
全
国
８
位
に
位
置
し
て
い
る
。

三

独
身
女
性
の
ⓒ
流
入
が
東
京
都
の
合
計
特
殊
出
生
率
を
押
し
下
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
口
ⓓ
流
出
県
で
は
反
対
の
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
未
婚
女
性

の
減
少
が
大
き
い
地
方
ほ
ど
合
計
特
殊
出
生
率
は
ⓔ
高
め
と
な
り
や
す
い
。

高
齢
化
や
③
カ
ソ
化
が
進
ん
で
い
る
の
に
合
計
特
殊
出
生
率
が
上
昇
し
て
い
る
自
治
体
を
「
奇
跡
の
村
」
な
ど
と
子
育
て
支
援
策
の
④
セ
イ
コ
ウ
例
の
よ
う
に
取
り
上
げ
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
い
が
、
大
半
は
出
生
数
が
減
少
し
て
い
る
。「
地
方
県
の
ほ
う
が
東
京
都
よ
り
合
計
特
殊
出
生
率
が
高
い
」
と
い
う
の
も
見
せ
か
け
の
数
字
で
あ
る
。

外
国
人
人
口
が
少
な
い
日
本
に
お
い
て
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
国
全
体
の
少
子
化
傾
向
を
と
ら
え
る
指
標
と
し
て
は
役
立
つ
が
、
都
道
府
県
単
位
や
地
方
自
治
体
単
位
で
「
高

低
」
を
比
較
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
な
い
。

Ⅳ

、
東
京
都
に
出
産
・
子
育
て
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
地
方
か
ら
若
い
女
性
が
次
々
と
集
ま
る
こ
と
で
出
生
数
の
大
幅
下
落
を
免
れ
て
き
た
だ

け
だ
。
地
方
の
若
い
女
性
が
激
減
し
て
流
入
数
が
少
な
く
な
れ
ば
、
急
速
に
出
生
数
を
減
ら
す
こ
と
と
な
る
。
若
い
女
性
が
多
い
割
に
、
出
生
数
が
少
な
い
と
も
い
え
る
。

Ⅴ

、
ど
う
す
べ
き
か
。
各
種
世
論
調
査
で
は
、
地
方
の
女
性
が
東
京
圏
に
移
り
住
む
理
由
の
上
位
に
「
地
元
に
希
望
す
る
条
件
の
仕
事
が
な
い
」
や
「
固
定
的
な
性
別
役

割
分
担
意
識
が
嫌
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
回
答
が
並
ぶ
。
こ
う
し
た
点
を
改
善
す
る
こ
と
な
く
地
方
移
住
策
だ
け
を
強
化
し
て
も
若
い
女
性
の
地
方
⑤
カ
イ
キ
の
流
れ
は
大
き
く
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

「
暮
ら
し
や
す
さ
」
や
「
子
育
て
の
し
や
す
さ
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
だ
け
で
は
地
方
に
若
者
は
定
着
し
な
い
。
地
方
で
子
育
て
す
る
若
者
を
増
や
す
に
は
、
東
京
で
暮
ら
す
よ
り

経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
働
け
る
仕
事
を
整
え
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

各
地
の
未
来
は
、
人
口
減
少
と
い
う
社
会
の
激
変
の
中
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
「
成
功
モ
デ
ル
」
を
構
築
し
、
若
い
女
性
の
共
感
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て

い
る
。

（
河
合
雅
司
『
産
経
新
聞
』「
少
子
高
齢
時
代
」）
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問
⚑

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

問
⚒

空
欄

一

～

三

に
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
後
の
文
の
内
容
を
端
的
に
表
す
小
題
（
小
見
出
し
）
が
入
っ
て
い
た
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
う
ち
か

ら
一
つ
ず
つ
選
べ
。

①

東
京
が
少
子
化
の
元
凶

②

人
口
流
入
が
数
字
下
げ
る

③

東
京
が
少
子
化
を
加
速
？

④

地
域
別
比
較
に
意
味
な
し
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問
⚓

傍
線
部
Ａ
「
危
機
感
」
の
「
感
」
は
「
観
」
で
は
な
く
「
感
」
と
い
う
漢
字
を
使
っ
て
い
る
。
で
は
逆
に
「
感
」
で
は
な
く
「
観
」
を
使
う
方
が
適
切
な
例
を
、
次
の
①
～

⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

①

違
和
カ
ン

②

罪
悪
カ
ン

③

先
入
カ
ン

④

優
越
カ
ン

⑤

臨
場
カ
ン

問
⚔

傍
線
部
Ｂ
「
理
屈
」
と
あ
る
が
、
筆
者
が
こ
こ
を
「
理
論
」
で
は
な
く
「
理
屈
」
と
し
た
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

①

前
説
が
、
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
一
般
論
で
は
な
く
、
独
創
的
な
見
解
だ
か
ら
。

②

前
説
が
、
論
理
的
な
筋
道
が
な
く
、
詩
的
な
印
象
に
自
己
陶
酔
し
て
い
る
か
ら
。

③

前
説
が
、
妥
当
な
意
見
で
は
な
く
、
こ
じ
つ
け
の
理
由
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
。

④

前
説
が
、
理
論
が
屈
折
し
て
お
り
、
意
味
が
確
定
で
き
ず
、
支
離
滅
裂
だ
か
ら
。

⑤

前
説
が
、
謙
虚
さ
が
な
く
、
自
説
を
強
引
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
。
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問
⚕

傍
線
部
Ｃ
「
展
開
し
て
い
る
」
の
主
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

①

対
策
組
織
の
面
々

②

東
京
都
民
の
方
々

③

厚
生
労
働
省

④

日
本
政
府

⑤

若
い
世
代
の
人
々

問
⚖

空
欄

Ｘ

に
入
れ
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。（
数
学
的
な
要
素
を
含
ん
だ
設
問
で
す
）

①

⚕
・
⚗
％
も
増
え
て
い
る
。

②

16
％
も
減
っ
て
い
る
。

③

⚐
・
⚙
％
し
か
増
え
て
い
な
い
。

④

⚕
・
⚙
％
し
か
減
っ
て
い
な
い
。

⑤

⚓
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
増
え
て
い
る
。
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問
⚗

空
欄

Ⅰ

～

Ⅴ

に
入
れ
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

①

Ⅰ

反
対
に

Ⅱ

む
し
ろ

Ⅲ

す
な
わ
ち

Ⅳ

と
は
い
え

Ⅴ

で
は

②

Ⅰ

む
し
ろ

Ⅱ

反
対
に

Ⅲ

と
は
い
え

Ⅳ

で
は

Ⅴ

す
な
わ
ち

③

Ⅰ

す
な
わ
ち

Ⅱ

と
は
い
え

Ⅲ

で
は

Ⅳ

む
し
ろ

Ⅴ

反
対
に

④

Ⅰ

と
は
い
え

Ⅱ

で
は

Ⅲ

む
し
ろ

Ⅳ

反
対
に

Ⅴ

す
な
わ
ち

⑤

Ⅰ

で
は

Ⅱ

反
対
に

Ⅲ

す
な
わ
ち

Ⅳ

む
し
ろ

Ⅴ

と
は
い
え

問
⚘

傍
線
部
ⓐ
～
ⓔ
の
語
の
う
ち
故
意
に
（
わ
ざ
と
）
原
文
を
間
違
っ
た
語
に
変
え
て
あ
る
も
の
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
を
ⓐ
～
ⓔ
の
記
号
で
答
え
ろ
。
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問
⚙

本
文
の
内
容
に
最
も
合
う
も
の
を
、
傍
線
グ
ラ
フ
も
参
考
に
し
て
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

①

東
京
都
の
「
出
生
率
」
は
全
国
最
低
の
⚐
・
99
で
あ
る
が
、
東
京
都
が
少
子
化
の
要
因
な
の
で
は
な
い
。

②

東
京
都
は
「
出
生
数
減
の
要
因
」
と
い
う
の
は
誤
解
で
、
出
生
数
事
態
は
む
し
ろ
増
加
傾
向
に
あ
る
。

③

東
京
都
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
全
国
最
低
だ
が
、「
出
生
率
」
は
む
し
ろ
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

④

東
京
都
の
出
生
数
の
減
少
ペ
ー
ス
が
緩
や
か
な
の
に
合
計
特
殊
出
生
率
が
全
国
最
低
と
い
う
の
は
誤
解
で
あ
る
。

⑤

外
国
人
人
口
が
少
な
い
日
本
に
お
い
て
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
少
子
化
傾
向
の
指
標
と
し
て
役
に
立
た
な
い
。

⑥

東
京
都
の
出
生
数
は
、
１
９
９
５
年
か
ら
２
０
２
２
年
ま
で
一
貫
し
て
減
少
し
続
け
て
い
る
。
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第
⚒
問
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

レ
ケ
オ
人
と
は
、
い
っ
た
い
何
者
な
の
か
。

中
国
、
イ
ン
ド
、
欧
州
を
結
ぶ
海
洋
貿
易
の
中
継
地
と
し
て
15
～
16
世
紀
ご
ろ
の
マ
レ
ー
半
島
で
栄
え
た
マ
ラ
ッ
カ
王
国
に
、
Ａ
異
彩
を
放
つ
人
び
と
が
出
入
り
し
て
い
た
と
い

う
。正

直
で
気
位
が
高
く
、
奴
隷
を
買
わ
ず
、
同
胞
を
売
ら
な
い
異
教
徒
た
ち
―
―
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
薬
種
商
ト
メ
・
ピ
レ
ス
に
よ
る
見
聞
録
「
東
方
諸
国
記
」
に
そ
う
形
容
さ
れ

て
い
る
レ
ケ
オ
人
が
、「
琉
球
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
た
外
交
文
書
が
存
在
す
る
。

１
４
２
４
年
か
ら
１
８
６
７
年
ま
で
の
４
４
４
年
間
、
琉
球
王
国
が
交
易
相
手
の
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
朝
鮮
の
国
々
と
交
わ
し
た
公
文
書
を
①
編
纂
し
た
「
歴
代

れ
き
だ
い

宝ほ
う

案あ
ん

」
で
あ

る
。Ｂ

二
つ
あ
っ
た
原
本
は
焼
失
し
た
。
写
本
な
ど
か
ら
内
容
を
復
元
す
る
沖
縄
県
の
事
業
が
１
９
８
９
年
に
始
ま
り
、
全
15
冊
の
校
訂
本
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
５
年
前
。
注
釈
を
加

え
て
読
み
や
す
く
し
た
８
０
０
万
字
超
の
訳
注
本
が
、
こ
の
春
に
完
成
し
た
。

「
琉
球
の
船
乗
り
が
見
た
風
景
を
体
感
で
き
ま
す
」
琉
球
史
研
究
の
第
一
人
者
、
Ｔ
さ
ん
に
す
す
め
ら
れ
、
先
日
、
那
覇
か
ら
約
１
０
０
キ
ロ
離
れ
た
久
米
島
に
向
か
う
フ
ェ

リ
ー
に
乗
っ
た
。
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
②
群
青
味
を
帯
び
て
い
た
海
は
徐
々
に
濃
灰
色
と
化
し
、
水
墨
画
の
よ
う
に
天
空
に
そ
そ
り
立
つ
慶
良
間
諸
島
の
島
影
を
横
目
に
船
は
西

進
す
る
。

久
米
島
を
越
え
た
針
路
の
は
る
か
先
は
中
国
大
陸
で
あ
る
。
Ｔ
さ
ん
に
よ
る
と
、
深
海
域
に
進
入
す
る
と
海
は
さ
ら
に
黒
く
な
り
、
大
陸
に
近
づ
く
に
つ
れ
褐
色
に
濁
る
と
い

う
。中

国
・
明
朝
が
14
世
紀
に
自
国
民
の
対
外
交
易
を
禁
じ
る
海
禁
令
を
出
し
、
琉
球
が
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
中
継
貿
易
の
中
軸
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
歴

代
宝
案
が
書
き
記
す
そ
の
時
代
が
、
海
洋
視
点
の
地
政
学
に
彩
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

切
れ
目
な
く
色
が
移
ろ
う
海
の
よ
う
に
、
国
の
境
は
「
線
」
よ
り
も
、

Ⅰ

の
あ
る
「
面
」
と
い
え
た
。
版
図
は
「
携
帯
電
話
の
電
波
が
届
く
範
囲
の
イ
メ
ー
ジ
」
に
近

か
っ
た
。

〝
あ
い
ま
い
さ
〟
に
〝
し
た
た
か
さ
〟
が
加
勢
す
る
。
17
世
紀
以
降
、
琉
球
王
国
は
薩
摩
藩
を
通
じ
て
日
本
の
間
接
的
な
支
配
下
に
入
り
な
が
ら
、
明
・
清
の
冊
封
国
で
も
あ
り

続
け
、
独
自
の
外
交
や
通
商
、
文
化
を
保
持
し
た
。
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か
と
い
っ
て
海
洋
が
無
法
空
間
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
歴
代
宝
案
に
は
、
他
国
か
ら
の
漂
着
者
を
お
互
い
に
手
厚
く
保
護
し
、
祖
国
に
帰
し
た
記
録
が
多
く
含
ま
れ
る
。

海
洋
交
易
が
培
っ
た
琉
球
社
会
の

Ⅱ

も
注
目
に
値
し
よ
う
。
外
交
文
書
の
作
成
や
操
船
・
造
船
の
技
術
を
中
国
か
ら
渡
来
し
た
華
人
が
担
い
、
対
日
交
易
に
は
日
本
の

禅
僧
ら
が
関
与
し
た
。
国
際
貿
易
港
と
な
っ
た
那
覇
に
は
様
々
な
背
景
を
持
つ
人
の
定
住
空
間
が
で
き
た
。

歴
代
宝
案
の
編
纂
を
手
が
け
た
の
も
華
人
だ
っ
た
。
明
治
初
期
、
日
本
の
③
統
治
に
組
み
込
ま
れ
た
「
琉
球
処
分
」
以
降
、
そ
れ
を
守
っ
た
の
は
そ
の
④
末
裔
た
ち
で
あ
る
。

原
本
の
一
つ
は
明
治
政
府
に
接
収
さ
れ
、
後
に
関
東
大
震
災
で
焼
失
す
る
。
那
覇
の
華
人
居
住
地
に
隠
さ
れ
、
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
も
う
一
つ
の
原
本
を
戦
前
、
旧

家
で
発
見
し
た
の
が
、
末
裔
の
組
織
「
久
米
崇
聖
会
」
理
事
長
の
Ｎ
さ
ん
の
祖
父
だ
っ
た
。
そ
れ
も
、
沖
縄
戦
で
焼
け
て
し
ま
う
。

「
戦
争
で
失
わ
れ
た
、
沖
縄
の
歴
史
の
か
た
ち
を
取
り
戻
し
た
か
っ
た
の
で
す
」。
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
復
元
作
業
に
一
区
切
り
つ
い
た
県
文
化
財
課
の
山
田
浩
世
さ
ん
は
い

う
。
ふ
と
思
う
。
国
境
を
「
線
」
で
厳
密
に
仕
切
る
陸
地
の
流
儀
が
海
に
侵
食
し
た
⑤
殺
伐
な
現
代
、
あ
の
Ｃ
豊
饒
な

も
取
り
戻
せ
な
い
か
、
と
。

海
に
開
か
れ
て
い
る
だ
け
が
沖
縄
の
本
質
で
は
な
い
。
代
々
命
を
つ
な
い
で
き
た
土
地
で
結
ば
れ
る
民た

み

の
共
同
体
。
戦
後
、
米
軍
に
土
地
を
追
わ
れ
、
祈
り
の
場
に
入
れ
な
く

な
っ
て
も
郷
友
会
を
つ
く
っ
て
互
い
に
寄
り
添
う
。

集
落
の
大
部
分
が
米
軍
普
天
間
飛
行
場
に
接
収
さ
れ
た
宜
野
湾
市
の
字
神
山
郷
友
会
も
そ
の
一
つ
。
９
年
前
、
集
落
の
歴
史
や
生
活
を
記
録
し
た
５
０
８
ペ
ー
ジ
の
「
神
山
誌
」

を
発
刊
し
た
。

沖
縄
で
は
集
落
の
歩
み
を
記
す
「
字あ

ざ

誌し

」
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
民
も
、
失
わ
れ
た
も
の
を
取
り
戻
そ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
。（

沢
村
亙
『
朝
日
新
聞
』「
日
曜
に
想
う
」）
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問
⚑

傍
線
部
①
～
⑤
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

問
⚒

次
の
文
を
本
文
の
本
来
あ
っ
た
箇
所
に
戻
す
場
合
、
最
も
適
切
な
箇
所
を
、
戻
す
箇
所
の
直
前
の
文
の
末
尾
五
字
（
句
読
点
を
含
む
）
を
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。（
段

落
の
末
尾
に
入
り
ま
す
。）

海
で
生
き
る
た
め
の
「
法
の
支
配
」
が
秩
序
の
礎
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

問
⚓

傍
線
部
Ａ
「
異
彩
を
放
つ
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

①

肌
の
色
が
異
な
る

②

特
徴
的
で
目
立
つ

③

異
様
で
異
教
徒
ら
し
い

④

服
装
が
派
手
で
華
美
な

⑤

際
立
っ
た
特
長
の
あ
る
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問
⚔

傍
線
部
Ｂ
「
二
つ
あ
っ
た
原
本
は
焼
失
し
た
」
と
あ
る
が
、
焼
失
の
よ
り
具
体
的
な
原
因
を
本
文
に
出
て
く
る
順
番
通
り
、
二
つ
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。（
そ
れ
ぞ
れ
漢
字

三
字
か
ら
五
字
以
内
の
語
で
す
）

問
⚕

空
欄

Ⅰ

に
入
れ
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

①

コ
ン
ト
ラ
ス
ト

②

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

③

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

④

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

⑤

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
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問
⚖

空
欄

Ⅱ

に
入
れ
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

①

多
様
性

②

組
織
力

③

技
術
力

④

統
治
力

⑤

特
殊
性

問
⚗

傍
線
部
Ｃ
「
豊
饒

ほ
う
じ
ょ
う

」
と
あ
る
が
『
豊
饒
の
海
』
と
い
う
小
説
を
書
い
た
作
家
は
誰
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

（『
金
閣
寺
』『
潮
騒
』
が
高
等
学
校
の
国
語
の
教
科
書
に
載
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
作
家
で
す
）

問
⚘

空
欄

Ⅲ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
漢
字
三
字
の
語
を
、
本
文
中
よ
り
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。

― 12 ―



問
⚙

本
文
の
内
容
に
最
も
合
う
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

①

マ
ラ
ッ
カ
王
国
の
レ
ケ
オ
人
と
は
、
実
は
琉
球
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

②
「
歴
代
宝
案
」
は
原
本
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
写
本
ま
で
も
が
現
存
し
て
い
な
い
。

③

17
世
紀
の
日
本
・
中
国
・
琉
球
近
辺
の
海
洋
は
無
秩
序
な
無
法
空
間
で
あ
っ
た
。

④

明
治
初
期
以
降
「
歴
代
宝
案
」
を
守
っ
た
の
は
華
人
の
末
裔
た
ち
で
あ
っ
た
。

⑤

原
本
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
「
歴
代
宝
案
」
の
訳
注
本
が
や
っ
と
完
成
し
た
。

― 13 ―


	
	一般常識試験-表紙➀
	2020年度 社会人入学試験 一般常識試験【案】 （諸岡作業用）0806
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ

	空白ページ

	空白ページ
	空白ページ



